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2014 年度は 4 月、6 月、7 月、9 月、10 月、11 月、1 月、3 月と 8 回の会合






2015 年度は町田市内の NPO に地域連携、とくに大学との連携を焦点とした活


























これを受けて 6 月の会議では調査票の再検討、7 月に改定版調査票の確認をして、
8 月から 9 月にはそれぞれが分担して団体の訪問調査を行なった。これをプロジ
ェクトでは「本調査」と呼んだが、実施できたのは 5 団体にとどまり、継続の必
要性が議論されている。









8 月            まちだ NPO 法人連合会長田・清原両氏より和光大学との連携について堂前氏に相談
10 月 9 日    初顔合わせ、次年度総合文化研究所プロジェクトとして研究会を行うことに決定
11 月          研究プロジェクト応募、採択
2014 年
2 月 12 日    プロジェクトについての打合わせ
4 月 23 日    プロジェクトメンバー顔合わせ、町田市内 NPO 調査についての議論
5 月 9 日      町田市市民協働推進課の方々と懇談
6 月 13 日    町田市内 NPO 調査についての枠組み検討、和光大におけるインターンシップについて
                    報告
7 月 2 日      プロジェクトとして「まちカフェ！」参加について検討（結論は不参加）
7 月 25 日    シンポジウム開催について検討
9 月 5 日      シンポジウムタイトル・パネラー・構成について検討
10 月 3 日    シンポジウム打合わせ、広報分担、予算案検討、次年度についての意見交換
11 月 2 日    シンポジウム実施、懇親会
11 月 14 日   シンポジウム反省会、NPO 調査の枠組みについて議論
2015 年
1 月 21 日    調査票案検討、和光大学教員の「地域連携」調査票確認、「連携」のイメージをめぐる
                    ブレーンストーミング
3 月 6 日      調査票案検討、パイロット調査案検討、アウトプットについてのブレーンストーミン
                    グ
4 月 15 日    調査票確認、パイロット調査対象団体選定、パイロット調査シミュレーション、年度
                    計画、前年度活動報告書確認
5 月 22 日    パイロット調査シミュレーション
5 月 27 日    パイロット調査
6 月 12 日    パイロット調査反省会
7 月 22 日    本調査打ち合わせ、分担
8 月～9 月    本調査
9 月 30 日    本調査進捗状況確認、『東西南北』原稿作成打合わせ、下半期計画
11 月 11 日   『東西南北』原稿読み合わせ、プロジェクト報告会について
※年度末までに「プロジェクト報告会」を実施する。会議は 1 月、3 月に各 1 回を予定。
── はじめに
本プロジェクトではシンポジウム「 地 域��������がキャンパス！──NPO と大学で




基調報告「大学と NPO の連携・現状と課題」 道場親信
報告１「和光大学の地域連携──環境保全の事例から」 堂前雅史







































































































































































































した。まだ NPO という言葉も知られていなかったし、日本には NPO 法人格が存
在しなかった。
NPO 業界には「事業系 NPO」という業界用語がある。自主財源で人を雇い事
業をしているような NPO のことを言う。一方で「慈善系 NPO」という妙な言葉
もあり、こちらは事業所も有給職員も持たず、ほとんどお金が動かずに活動して
いるような NPO のことを言う。町田市内の NPO にはこれが混在している。





































































・事前アンケート：依頼書と事前アンケートを 6 団体に郵送（5 月上旬、道
場）。事前アンケートおよび団体に関する情報の集約（5 月中旬、道場）。
パイロット調査当日のスケジュールは下記のとおりであった。
・日時：2015 年 5 月 27 日（水）18：30～20：50
・場所：和光大学第 2 会議室（A 棟 4 階）
・調査の方法：調査票を使った半構造化インタビュー。各団体 45 分。
・インタビュー終了後 30 分ほど全体で意見交換。
・担当者：協力団体（すべて特定非営利活動法人）             担当者
子ども広場あそべこどもたち                             重枝・道場・杉本町田レクリエーション連盟                                  
アスレチッククラブ町田                                      岡田・長田・米田町田すまいの会                                                       









           ①活動参加の仕組み（関係者のカテゴリー、参加構造など）
           ②意思決定の仕組み（定款上の規定、日常業務における決定など）
３．活動内容
           ①町田市内の活動





           ①講師の派遣
           ②インターンシップによる学生の派遣
           ③ボランティア学生の派遣
           ④共通の課題に対する経験交流と情報の交換
           ⑤場所の提供
           ⑥専門知識や政策提言等に関わる知識の提供
           ⑦イベントを共同でおこなう
           ⑧事業を共同でおこなう
           ⑨その他（ ）
           ⑩特になし




























1    情報交換や交流を行っている
2    資金面での支援を受けている
3    労力（ボランティアを含む）の
      支援を受けている
4    労力（ボランティアを含む）を
      提供している
5    ノウハウや知識を提供してもら
      っている
6    ノウハウや知識を提供している
7    モノや場所の支援を受けている
8    モノや場所を提供している
9    政策提言やキャンペーン活動で
      助言・協力を受けている
10   政策提言やキャンペーン活動で
      助言・協力をしている
11   共同でイベントを企画・開催して
      いる
12   共同で事業を展開している
13   その他
14   特に関係はない
（2）本調査
パイロット調査をふまえて調査票を微修正した後、2015 年 7 月から 8 月にか
けて別の団体にアプローチをし、9 月にインタビューを実施した。これを「本調
査」と呼ぶ。調査の手続きは以下のとおりであった。
・対象団体の選定：『まちだの NPO』第 15 号（発行／町田市市民部市民協
働推進課発行・協力／まちだ NPO 法人連合会）に掲載されている団体か
ら、活動の分野において異なる 10 団体をピックアップ（7 月）。電話やメ






協力団体                                                                  調査日            場所（すべて特定非営利活動法人）                          （2015 年）  
町田語り手の会                                                      9 月 1 日        町田市民フォーラム
ジャパンワイルドライフセンタ （ーJWC）      9 月 7 日        さとやま保護センター
TEENSPOST                                                            9 月 9 日        スタジオ悠
ネパール・ミカの会                                             9 月 10 日      簗田寺

















「冒険遊び場」の運営は、2014 年度において、開園日数は 130 日、参加人数は





























いろ活動した実績を土台に、2011 年に NPO 法人格取得のために組織替えをして






































































































活動内容──1989 年に 5 名の重度障がい児の音楽指導から活動をスタートさ































活動内容──2011 年 10 月に、認知症の当事者や家族の交流会から活動をスタ

















































































































































み、活動スタート。18 年間でルンビニ地区の校舎建設 15 校、校舎修復 11 校。
































込んだ活動をめざして、1996 年 7 月に「すぺーすれんげ舎」を開設。週 3 回、
10 時から 20 時まで子どもたちにスペースを開放する活動を約 10 年続ける。
2002 年 5 月の法人化後、子ども教育事業に加え、カフェ事業、場づくり支援事
業へと活動の幅を広げている。具体的には以下のとおり。
（1）子どもの教育事業：月 1 回程度、子どもの自治活動「あそび団」を開催。夏
休み（8 月）に 4 日間通いのイベントを開催等。（2）カフェ事業：子どもの教育事
業を財政的に支えるため、成瀬にてカフェ「金魚玉珈琲」を運営（2003 年より）。
オリジナル商品である「瓶詰めプリン」のネットショップ通販運営等。（3）場づく
り支援事業：2009 年頃から地域活動や NPO のスタートアップ支援やコンサルテ
ィングを依頼されるようになったのを機に、れんげ舎の実践をコンテンツ化・事
業化する。連続講座「場づくりクラス」（全 15 回）を主催（6-12 月）。講師派遣
（年間 30-40 回）、団体のコンサルタント（年間数団体）、メルマガ配信（年間 36 本、






















































































































































私が和光大学に在学していた 1990 年から 1996 年（経済学部経営学科から人文学
専攻科）は、全学サークル連合や学祭機構など、学生による自治組織が機能して
いた。当時それらは既に時代掛かって見えたが、そうした活動に参与すれば、学
生たちは自治を“体得”する機会が得られた。しかし、私が在学した 6 年の間に、
自治の火はどんどん心許なくなっていった。
これは一般市民レベルでも同じことで、例えば町内会・自治会や PTA などは、
もっとも身近な入退会自由な民主的組織なはずだが、強制的に加入させられたり、
役員のなり手がいなくて消滅しかかったりしている。
研究プロジェクト：町田市内NPOと和光大学の地域連携の模索研究 ── 183
②「自治」によって支えられ、広がる連携を
自治は必要から生まれるものだが、その必要から生まれた自治の技術──例え
ば実行委員会という組織の存立形態や、民主的な会議の議決フローなどは、多く
の人たちによって練り上げられた文化だ。必要が生まれたからといって、すぐに
たどり着ける地点ではない。
来年度は「自治」に注目し、自前で自分たちの生活を作り上げる自治の力を、
学生たちが必要に応じて発揮したり、それを社会的な活動や仕事に活かしたり出
来るような、学部教育プログラムの可能性を探求したい。前述の「場づくり支援
事業」における自治の教育プログラムも、うまく活用出来るのではないか。
自治は OS のようなものなので、それが連携の現場にインストールされれば、
大学と NPO の連携を育てていく仕組みが生まれるのではないかと考えている。
184 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2016』
